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十和田税務署だより十和田税務署だより
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　　　有限会社　鳥越経営会計

税理士　久　保　光　造 氏

ひとことアドバイスひとことアドバイスひとことアドバイス
税理士か

らの

正前であれば、制度適用後の贈与財産は最終的
に全て相続財産に取り込まれていたところ、改
正後は110万円までは相続税も贈与税もかから
ずに財産を毎年移すことが可能となります。
　次に、２点目の大きな改正は、暦年贈与で移
転した財産が相続財産に加算される期間が３年
から７年に延長されたことです。これまで相続
開始日から３年遡った期間の贈与財産を相続財
産とみなすことになっていました。この持ち戻
し期間の延長改正によって相続税として課税さ
れる財産は増加することになります。
　以上の改正内容を踏まえ、制度の適用を検討
していくうえで留意すべきことは、一度精算課
税を選択すると暦年贈与に戻れないデメリット
に変わりはないことです。つまり有利不利の判
定はくれぐれも慎重に行う必要があります。相
続時精算課税制度が非常に使いやすくなったこ
とで、これまで端から選択肢に無かった方々も
検討することが増えるでしょう。納税者にとっ
て選択肢が増えるのは好ましいことです。実際
に今回の改正は多くの方が節税メリットを享
受出来るものとなっています。一方で持ち戻
し期間の延長改正なども相まって、有利不利の
シミュレーションは一層複雑になります。承継
する財産の種類、規模、あるいは誰に、どのく
らいの期間をかけるか、などの条件によって結
果は異なってきます。将来の様々な状況を想定
し、それぞれの将来リスクをどのように評価す
るか、難しい判断となります。検討の際は信頼
できる専門家へご相談されることをお勧めしま
す。

　令和５年度税制改正において資産税関係で注
目すべき改正がされました。次世代への財産承
継を進めるうえで多くの方に影響がある内容と
なっています。改正内容のうち特に影響の大き
い事項２点と適用を検討するうえでの留意点に
ついてご説明します。なお、今回の改正は令和
６年１月１日以降の贈与が適用対象となります。

　まず、１点目の大きな改正は、相続時精算課
税制度の改正です。改正によって使い勝手が劇
的に向上しました。相続時精算課税制度は財産
の世代間移転を促進する目的で作られました。
しかし次のようなデメリットが障害となって制
度の利用は低迷しています。
・暦年贈与との併用が出来ない（110万円控除
が使えない、かつ、暦年贈与に戻れない）

・制度の適用を受けた後は、少額の贈与でも贈
与税申告が必要

このような障害を取り除くため、次のような改
正が行われました。
①精算課税制度において毎年110万円の基礎控
除枠の創設

②制度適用後も110万円以下まで贈与税申告不
要

③110万円までの基礎控除枠を使って贈与した
財産は相続財産に取り込まれない

納税者側にとってメリットの大きい内容となっ
ています。特に③については個人的に、そこま
でやっちゃうか、と思うほどのインパクトがあ
りました。課税当局がこの制度の利用を何とし
ても推進したいという強い意向を感じます。改

令和５年度税制改正
　　資産税関係の重要な変更点
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東北六県法人会連合会  役員功労表彰

第11回定時総会開催第11回定時総会開催

令和４年度収支決算 令和５年度収支予算

新会長に益川　毅 氏新会長に益川　毅 氏
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14日（金）

27日（木）

租税教室（十和田市立深持小学校）

税務セミナー「税制改正について」
 （サン・ロイヤルとわだ）

第30回青年部会定時総会第30回青年部会定時総会

◆本　部

7 月スケジュール

第８回女性部会定時総会第８回女性部会定時総会

◆十 和 田 支 部　
◆おいらせ町支部　
◆横 浜 町 支 部　
◆野辺地町支部　
◆六ヶ所村支部　
◆七　戸　支　部　
◆三　沢　支　部　
◆天 間 林 支 部　
◆十和田湖町支部　
◆上 北 町 支 部　
◆東 北 町 支 部　
◆六 戸 町 支 部　
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